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第２章  上位・関連計画等の整理 

2.1 第１次宇陀市総合計画（第２次計画を現在策定中） 

 

策定時期 平成２０年３月 

目標年次 平成２９年 

主な課題 １．少子高齢化、人口減少化への対応 

２．地域産業の振興と観光交流産業の活性化 

３．美しい自然環境の保全 

４．安全・安心の確保 

５．既存ストックの整備と地域間ネットワークの充実 

６．中心市街地の求心力の回復と若者を中心とした定住化の促進 

７．分権時代に即した協働の仕組みづくり 

基本理念 １．持続可能な環境保全のまちづくり 

２．新しい時代の協働のまちづくり 

３．地域力（宇陀力）による「安全・安心」なまちづくり 

４．歴史や文化を活かしたまちづくり 

重点政策 「産業振興」「ウェルネスシティ」「定住促進」「市民協働」 

将来像  

〔旧町村の将来像〕 

旧大宇陀町：かぎろひ –ライブタウンおおうだ- 

旧菟田野町：ぬくもりのあるもっと元気なまち菟田野 

旧榛原町 ：文化の花開き、やさしい風吹く「高原文化のまち」-はいばら 

旧室生村 ：自然と文化が調和し、自然とひとが共生するこころ豊かに暮らせ

る村づくり 

 

〔新市まちづくり計画の将来像〕 

水と緑・歴史と文化が共生する ふれあい豊かなまち 

～みんなでつくる 夢ある宇陀～ 

〔総合計画の将来像〕 

～協働と交流で築く ぬくもりの家～ 

『自然と共生し、歴史・文化が育むふれあいと活力あるまち 宇陀市』 

目標人口 43,000 人 

（まちづくり人口＝定住人口 33,000 人+交流人口 10,000 人） 

基本目標と 

方向性 

１．自然と共生した快適に暮らせるまち 
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  1.自然環境の保全と活用 

  2.生活環境の整備 

  3.循環型社会の構築 

  4.持続可能な調和の取れたまち 

  5.公園・緑地の整備 

２．いきいきと健やかな安らぎのあるまち 

  1.健康づくりの推進 

  2.地域医療体制の充実 

  3.高齢者が安心して暮らせるまち 

  4.障害のある人がいきいきと暮らせるまち 

  5.子育て支援が充実したまち 

  6.心豊かな地域福祉の充実 

３．安全・安心でうるおいのある定住のまち 

  1.定住拠点の構築 

  2.道路交通網の整備 

  3.公共交通機関の充実 

  4.上下水道の整備 

  5.安全・安心な暮らしの実現 

  6.情報通信基盤の整備 

４．一人ひとりが輝き個性・創造を育むまち 

  1.誰もが尊重される共生のまちづくり 

  2.男女共同参画社会の実現 

  3.教育環境の整備・充実 

  4.生涯学習の充実 

  5.スポーツ・レクリエーションの充実 

５．地域資源を活かした産業・交流振興のまち 

  1.農林業の活性化 

  2.商工業の活性化 

  3.歴史・文化資源の保全と活用 

  4.観光の振興 

  5.交流施策の充実 

６．みんなで創る協働と参画のまち 

  1.市民と行政の協働のまちづくり 

  2.行政サービスの向上 

  3.地域力の再生 



 

第 2 章 上位・関連計画等の整理 

- 7 - 
 

  4.行財政改革の推進 

  5.広域行政の推進 

将来都市 

構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図. 将来都市構造図 
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2.2 奈良県都市計画区域マスタープラン 

 

策定時期 平成２３年５月 

目標年次 平成３２年 

理念・目標 奈良の未来を創る 

～「歴史・自然あふれる元気で安全・安心な『まほろば』の創出 

奈良県都市計

画区域全体の

将来像 

①県土の都市活動の中心となる 2 大拠点（奈良、橿原）と個性豊かな主

要生活拠点の形 

②拠点間の交流や産業活動を支える連携軸（ネットワーク）の形成 

③観光交流拠点の形成 

④観光交流拠点をつなぐ奈良らしい観光交流軸の形成 

⑤地域の自立を図り、くらしやすい奈良を創るための機能の集積等 

都市づくりの 

基本方向 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇陀市が含まれ

る東部地域の 

将来像 

 

●良好な自然環境、歴史文化遺産を活かした観光・保養・レクリエーショ

ンゾーンの形成を図り、ゆとりとやすらぎのある地域として位置づける。 

●主要生活拠点である宇陀市榛原区においては、商業機能等の都市

機能の集積を図り、宇陀市及び宇陀郡の中心地域としてふさわしい拠

点の形成を図る。また、中部地域と連携しながら、新たな産業機能の

形成や、自然に囲まれた観光・保養・レクリエーション機能の拠点性を

高める。 

●中部地域や都市計画区域外の後背地との交流を促す国道 165 号、

国道 166 号、国道 369 号、国道 370 号等の幹線道路等による地域

連携軸の形成を図る。 

●大宇陀における歴史文化遺産等の保全、魅力向上を図るとともに、多

様化する観光客のニーズに対応しながら歴史的まちなみの保全・整備

や宿泊施設立地促進のための土地利用などにより、観光交流拠点の

形成を図る。 

●国道 165 号、国道 166 号、国道 370 号などの幹線道路とその沿道

空間を対象に、ハード施策及びソフト施策を一体的に推進し、観光・交
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流者の移動円滑化や沿道景観整備、交流空間の確保、情報発信の

充実等を図り、奈良らしい歴史・文化を感じることができ、便利で快適

な観光交流軸（歴史街道を含む。）を形成する。 

奈良県都市計

画区域全体の 

将来都市構造 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県都市計

画区域全体の 

将来都市構造

（観光交流） 

イメージ 
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将来都市構造 

イメージ 

（東部地域） 
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2.3 宇陀市都市計画マスタープラン 

 

策定時期 平成 29 年 3 月 

目標年次 平成 40 年 

理念・目標 四季の風薫る豊かな自然や歴史文化資源の保全・活用に努め、活力あ

る産業の振興や都市機能の集積による拠点の形成、良好な居住環境の創

出を目指した、誰もが元気で安全・安心に生活でき、心豊かな暮らしを実現

できる持続可能な健幸都市づくりを進めます。 

宇陀市の 

将来都市像 
四季の風薫る 健幸で魅力あるまちづくりを目指して 

都市づくりの 

目標概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図. 都市づくりの目標概念図 

都市づくりの 

目標 

 

①地域拠点が連携した持続可能な集約型の都市づくり 

②地域活性化のための産業基盤整備を目指す都市づくり 

③豊かな自然環境の保全と歴史・文化をつなぐ都市づくり 

④災害に強い安全・安心な都市づくり 
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将来都市構造 

 

図 拠点・軸・土地利用ゾーニングの設定 
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将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図. 将来都市構造図 
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2.4 宇陀市地域公共交通網形成計画 

 

策定時期 平成 27 年 4 月 

目標年次 平成 31 年度 

基本理念 市民総参加（宇陀力）による 健康・観光・交通まちづくり 

基本方針 １．「健幸都市 ウェルネスシティ宇陀市」実現を目指すまちづく

りを支える地域公共交通の維持・活性化 

２．市域全体をカバーする地域公共交通ネットワークの形成 

３．地域特性に応じた多様な交通手段による持続可能な地域公共

交通の再編 

４．地域住民・交通事業者・行政が一体となった地域公共交通の

育成 

事業の方向性 【１に関して】 

・人が集まる交流拠点における乗継拠点機能の充実や安心・安全に歩け

る空間の整備 

・生きがいづくりの場である公民館や宇陀市立病院、宇陀市医療介護あ

んしんセンターなどへのアクセス向上（乗り継ぎ利便性の向上） 

・交流人口を増やし、にぎわいを創る観光拠点への交通アクセスの充実 

【２に関して】 

・市内の主要拠点施設を中心とする将来地域公共交通網の形成 

・地域公共交通網の充実 

【３に関して】 

・地域特性に対応した公共交通サービスの運行形態・仕組みの見直し・

改善 

【４に関して】 

・住民・地域内従業者の意識改善による地域公共交通の維持・活性化 

・新たな利用につなげる情報案内の改善や周知徹底による地域公共交

通の再生・活性化 

・持続可能な地域公共交通の実現に向けた地域の公共交通を考え、支

える仕組みづくり 

 


